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令和６年６月２5 日 

＜佐々木 朗＞ 

台湾旅行紀 

0 はじめに 

 何かをやったら「まとめる」。人間の

記憶などはあっという間になくなってし

まうので、こうやって、書き物で残して

おくことも、もしかしたら、大切なのか

もしれないですし、どうでもいいことな

のかもしれないかもしれません。 

 令和６年６月に４泊５日

のコースで阪急トラピック

スのツアーで台湾に行って

きました。 

 阪急交通社は、一度使う

と、次から次へと旅行の案

内が来ます。「そんな次から

次へといけるわけがない。」

ということですが、中身を

見てから、処分していまし

た。函館と台北の直行便が

就航するというチラシが入

り、「まあ説明かだけでも行

ってみるか。」ということ

で、2 月に函館アリーナで

行われた説明会に行ってき

ました。30 人ぐらいはいた

のではないでしょうか。妻

が乗り気で、「あと何席あり

ます。こちらの日付は満員

です。キャンセルはあとか

らでも無料でできます。」な

どという言葉にも乗せられ

ながら、今回の日程を申し

込んだわけです。 

 私はどっちかというと、今でもそうで

すが、国内の方が気が楽です。言葉は通

じるし、無線もできるし、ややこしいこ

とはないし、というのが本音です。 

 私たちの初めての海外旅行が 2008 年

8 月の台湾ですから、パスポートも取り

なおしです。写真を撮って久しぶりに渡
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島支庁へ行きました。5 年物と 10 年物

がありましたが、5 年物にしました。旅

行代 15 万円ぐらいに燃料差額やら２万

円位？、パスポート代１万円ちょっと、

旅行保険数千円、レンタルルーター5000

円位などで、結構いい金額になりまし

た。 

 何回か、支払いやら、ご意向など手紙

が来ましたが、そんなにややこしくあり

ませんでした。スーツケースを大と中を

買いました。お土産はスーツケースに預

けてしまった方が、ややこしくなくてい

いので、やっぱり大きめがいいです。 

 あとは、「なるようになる」と言うわ

けで、スーツケースを押しながら、空港

まで歩きました。 

 

1 準備編 

 台湾旅行をして、当初不安だったこ

と、行ってから、知っておいた方がいい

ことなどをまとめます。 

(1)電源 

 110Ｖ60Hz です。日本のコンセントと

全く同じです。10 ボルト電圧が高いです

が、何も気にすることはありません。パ

ソコン、スマホの USB 充電器など、全て

全く支障なく使えます。 

(2)お金 

 お金は台湾ドル（NT$）です。１NT

＄が 4.7 円ですので、付いている商品札

の５倍ぐらいと考えるといいです。ジュ

ースが 38NT＄だったら、だいたい 190

円弱ぐらいということです。消費税など

ややこしい表示はありません。 

 トラピックスのツアーでは、ガイドさ

んが、すぐに両替をしてくれます。ガイ

ドさんは、あらかじめ 1 万円分、5000

円分を袋にいれた台湾ドル（1NT＄＝

5.1 円で計算）をたくさん持っています

ので、1 万円札を出すとその場で交換し

てくれました。足りなくなったら交換と

いう具合です。ですから、最初からあま

り大きい額を交換する必要ないと思いま

す。私たちも１万円を交換してもらいま

したが、しばらくもちました。 

 免税店や空港などは、台湾ドルと、円

を混ぜて使うことができます。ただ、お

つりは台湾ドルです。 

 先ほど言いましたように、空港では、

どっちのお金でも使えますので、最後の

お土産は、全部台湾ドルを使って、あと

は日本円で支払いました。ただ、日本円

は、札のみですので、最後端数の台湾ド

ルは、お店の人が「これならどう？」っ

て出してくれた飴を買いました。あとジ

ュース１本も買えないぐらいの小銭が残

っています。「どうしようか。」と思って

いたところ、ドネーションの箱がありま

したので、そこに寄付して終わりまし

た。 

(3)お買い物 

 ツアーでもお買い物チャンスは結構あ

ります。台湾は、コンビニだらけ、それ

もセブンイレブンとファミリーマート。

他にももう一系列ありますが、地元の人
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もコンビニや小さな店で間に合わせてい

るようです。バスに乗っていると、街の

中は、あっちにも、こっちにもよく見か

ける看板があるっていう感じです。定員

さんは、ちょっとかどうまでわかりませ

んが、英語は通じました。ジュースやス

イーツなどを買いました。他にもバスを

降りた崎で、フルーツジュースなどを何

回かのみました。生ということもあるの

でしょうか、だいたい 1 本 300 円から

400 円位でちょっと高めですが、新鮮そ

のものですので、味わうといいと思いま

す。 

 フォーマルなお土産は、空港にたくさ

んあります。ツアーの場合、空港に着い

たら、まず、手荷物を預けるので、ちょ

っとしたお土産以外は、ショッピングに

連れて行ってもらうお店やホテルなどの

方がお勧めです。商店街などの自由時間

もあり、目移りしそうですが、私たちは

やめておきました。前にも書きました

が、前日までにお土産のめどは付けてお

いた方がいいです。空港は、カバンに入

る程度と考えた方がいいです。 

(4)高額なショップ。 

 トラピックスの場合、高級店に 2 個所

案内されます。一つは、高級な宝石店。

北投石という台湾産の石をブレスレット

やネックレスにしたものを勧められま

す。まず、説明の場所に集合して、いか

に健康に良いか説明し、その場にある機

械で、その効能の強さを測って見せま

す。それが終わると、一組に一人の店員

さんがぴったりと付き、ブレスレットを

勧められます。私は、全く興味がないわ

けですが、妻がその気になったらどうし

ようと思ってハラハラしていましたが、

無事かわしてその場を離れることができ

ました。ちらっと値札を見ると

20000NT＄。いくらかわかりますよね。

10 万円ぐらいです。「買う人なんかいる

のかなあ。」と思って、バスに乗ったの

を見ると、あっちにもこっちにもブレス

レットを買っている人がいて、そっちの

方がびっくりしました。ホテルに帰っ

て、アマゾンを調べると 3000 円位で売

っていました。本物、偽物、同じ物？よ

くわかりません。もちろん、「買わない

方がいい」なんてことも言えませんが、

よく考えることは大切です。 

 もう一軒の高級ショップは免税店で

す。安いものもありますが、「免税」とい

うことで、お金（台湾ドル、日本円、カ

ード）で支払うと、出発日に商品を空港

まで届けてくれるそうです。高級バッグ

や化粧品、服などもありましたが、多く

の方が素通りと言う感じでした。 

(5)お天気 

 行くときは、行程中、全て雨マークで

した。ところが、実際は、ただの一度も

雨に濡れるということはありませんでし

た。でも、天気予報が外れたということ

ではありません。一日にだいたい一度は

雨が降りました。それも、空が暗くなっ

てきたかなあと思ったら、いきなりザー
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と振り出し、一時間もしないで、雨は上

がりました。朝お日様が出ていても、い

つ雨が降るかわからないということで

す。私たちのツアーはたまたま運が良か

ったわけですが、雨合羽と折り畳み傘

は、よほど、雨が降りそうではない見学

地以外は、持って行った方が正解です。

私たちの前に行ったツアーはびじょ濡れ

という情報を聞いていました。 

(6)暑さ 

 30 度は軽く超えますが、私の感覚で、

耐えられない暑さではありませんでし

た。朝夕は気持ちいい気温です。外が寒

いと思ったことはただの一度もありませ

んでした。 

 ただ、バスの中、ホテルの中、お店の

中は、列車の中、いわゆる外でないとこ

ろは、ギンギンに冷房が入っています。

ホテルの部屋は自分で調整できますが、

その他のところは、「寒い」と言えると

ころと言えないところがありますので、

薄く羽織る者があった方がいいかもしれ

ません。私は、長袖には一度もなりませ

んでしたが。 

(7)水 

 飲めないことは内容ですが、生水を飲

まないのが原則です。ホテルには、サー

ビスで水が冷蔵庫に冷やされています。

ガイドさんもうるさく言っていました

が、水分補給は必要です。のどが渇く前

に水分補給外大切です。ホテルのサービ

スの水で足りなければ、ホテルの水道の

水を一度沸かしてペットボトルに入れる

のでもいいですし、昼食会場や休憩スポ

ットなどで、いくらでも水やお茶、ジュ

ースを購入する機会はあります。 

(8)食べ物 

 「台湾の食べ物はおいしい。」と言わ

れますが、その通りだと思います。「台湾

料理ってなんですか。」と聞かれるとう

まく説明できませんが、いわゆる中華、

小籠包（ギョーザ、シュウマイみたいな

もの）、シューマイ、肉まん、豚の角

煮、メンマ、普通の卵などがあります。

８割強が肉で、魚はたまに見かける程度

です。肉が得意でない方は、ツアーで参

加するとがっくり来ることになりそうで

す。 

 朝食は全てバイキング。半端な量では

ありません。全部、食べきれるはずがな

いくらいの種類です。箸は、プラスチッ

ク製で、日本の長さの 1.3～1.5 倍で最初

ちょっと驚きましたが、普通に使えま

す。 

(9)トイレ 

 空港と 3，4 日目に泊まった大きなホ

テルには、シャワートイレが付いていま

した。町中のトイレには、まず、付いて

いません。1 日目、２日目のホテルにも

ついていませんでした。町中やお店のト

イレは、トイレットペーパーが付いてい

ないところも、かなり多いです。さら

に、トイレットペーパーを水に流しては

いけないところがほとんどです。便座の

隣に紙を捨てるゴミ箱があります。台湾

は下水の整備が遅れているようで、詰ま
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ってしまうこともあるそうです。私は、

紙で何回も拭いて、おしりがひりひりに

なりました。ウォシュレットなしで生き

ていけない人は、容器を絞ればノズルか

ら水が出るようなものを持って行った方

がいいと思います。お尻ひりひりの私か

らの強いアドバイスです。 

 きたない話ですみませんが、下痢をし

て、やっとの思いで、コンビニを見つけ

て、トイレに入ろうとすると、先客。限

界近くまで行って、やっと中に入って、

次の瞬間に用を足して、ぎりぎりセー

フ。安堵した次の瞬間。ホルダには、ト

イレットペーパーはなし。もちろん、私

はティッシュなど持ち歩く習慣はありま

せん。くそパンツのままで外に出て、妻

からティシュをもらうしかないと思って

いたところ、なんと、トイレの横に、便

座を洗うホースが。ホースが神様に見え

ました。ホテルについて、トレペをポシ

ェットにたたんで入れたのは言うまでも

ありません。 

(10)交通 

 台湾は車社会。それもバイク社会で

す。大きな交差点では、車の前にバイク

の停止線があって、先頭集団のバイクが

20 台以上にもなります。車対バイクの比

が半々まではいきませんが、相当にバイ

クの割合が多いです。店の前は、道路の

駐輪場もバイクだらけです。それだけ車

を停めるところがないということも言え

ます。 

 バイクは、細いところでも、歩行者の

周りでもビュンビュン来ます。「こんなん

じゃ交通事故が多いんじゃないの。」と

いう私の予想は見事あたり、人口当たり

の交通事故死者数は日本の８倍ぐらいに

もなるそうです。ガイドさんが、言って

いました。「高雄（台湾の左下の方の大

きな市）では、信号は参考程度に見るこ

と。」その言葉の通りです。 

 大きな都市では地下鉄がありますが、

日本の東京のように、歩けばすぐに私鉄

や、JR、地下鉄という環境ではありませ

ん。バスが中心となります。交通網が発

展していないからこういうバイク社会に

も結び付くのだと思います。 

 私は路線バスには一度も乗りませんで

したが、以前にも台湾を旅行された方の

情報によると、そんなにわかりにくくは

ないようです。述べたようにバイクが車

のそばを通り抜けて前に進む社会、交通

事故がいつ起こってもおかしくないよう

な環境、そして、右側通行。レンタカー

などはお勧めできません。 

(11)航空会社 

 私たちの乗ったスターラックスは、格

安ではない方。もう一つ千歳便は格安航

空。機内サービスがだいぶ違うようで
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す。函館便は、午後６時出発で、すぐに

食事や飲み物が出ました。帰りも正午発

で食事飲み物付きです。一方の札幌組は

いっさいなし。飲み物も出なかったそう

です。帰りの便では（行きもそうだった

と思います）荷物の重さが制限されてい

て、重ければ、さらに料金がかかるよう

です。 

 一日目午後９時過ぎに、私たち函館便

が台北空港について、30 分位のちに、札

幌便が付いたわけですが、付いてすぐ、

空港のコンビニにで、札幌組はおにぎり

の購入。ガイドさんに「両替してくださ

い。」から始まったツアーでした。 

 ツアーだと、航空会社は選べません

が、格安航空の場合、下調べが必要で

す。 

(12)持っていけるもの行けないもの。 

 私の必需品、パソコンは普通に持って

いけました。特に帰り台湾を出る時に、

気を付けなければならないのが、水物。

ペットボトルはそのまま持っていけませ

ん。「水捨て場」があり、そこで、持っ

ている水は捨てます。空のペットボトル

を捨てないで、出国審査を通れば、搭乗

口にある水汲み場で水を汲むという方法

はあります。あと、フルーツや肉、植物

系などは持っていくことができません。

ガイドさんはせいぜい「いなり寿司」と

言っていました。サンドイッチにハムが

挟まっていたらアウト、おにぎりも中身

によってはアウト。お酒などは、一定の

量までは大丈夫ですが、それも、スーツ

ケースの中へ。電池類はスーツケースの

中はダメです。モバイルバッテリー、パ

ソコンのバッテリー、そういうものは、

カバンに入れて、機内持ち込みです。こ

れは国内ルールも同じですね。 

(13)インターネット環境 

 携帯電話をローミングだかするとその

まま使えるそうですが、インターネット

も電話（電話は着信のみならず、かかっ

てきたのもお金がかかる）ということ

で、お勧めのモバイルルーターをレンタ

ルしました。保険料も入れて 4500 円で

したが、落とすことも考えにくいので、

保険なしでも大丈夫だったかもしれませ

ん。 

 旅行中全て機内モードにして、私と妻

の 2 台のケータイを WIFI でつないでい

ました。ネット環境が悪かったというこ

とは一度も感じませんでした。電話は、

かけること、受けることできませんが、

ネットは、見放題、ラインも自由に使え

ます。ただ、私の場合、プロバイダーの

関係で、メールは受信することができま

したが、送信することはできませんでし

た。メールへのお返事は、ホテルについ

て、WEB 経由で送信することができま

した。 

 NHK プラスも海外は制限されていま

した。そういうところも一部あるという

ことです。 

 全てのホテルで、無料 WIFI を使うこ

とができました。私たちレンタルのルー
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ターがありましたので、「ああ、つなが

るなあ」程度に使いました。 

(14)パスポート 

 命の次に大切なのはパスポートと言わ

れますが、その話をします。述べたよう

にパスポートがないと、もちろん出発で

きませんし、台湾から日本に帰ることも

できません。万が一パスポートをなくす

ると再発行まで、およそ一週間、台湾に

滞在しなければなりません。その間の宿

泊費、そして、帰りの飛行機代などは、

全て自分持ちとなり、ツアーに払った代

金の何倍にもなるということです。 

 台湾は、比較的治安はいいそうです。

でもすれ違う時、人に触りそうなくらい

細い観光地、特に九分などは、それ目当

てに、やってくるツワモノもいるよう

で、十二分に気を付けなければなりませ

ん。事実、九分では、観光地からちょっ

と離れたところに中身が入っていないと

思わる（ちらっと見ましたが、触れるこ

とはしませんでした）白い女性用のカバ

ンが、ベンチの上に置き去りになってい

ました。真っ青になってカバンを探して

いる女性の姿を想像してしまいます。 

 ガイドさんは、バスの中に置いていく

よう、何回も勧めました。バスの中でな

くなれば、自分達か運転手さんかしかい

ません。バスでそんなことがあったら、

バス会社もたいへんなことになります。

ですから、外へ持って行って、手元から

離さないというのも考えですが、バスの

中に置いておくという方が、かえって安

全ということです。私たちは、バスの中

に置いていき、バスへ戻るごとにガイド

さんの「パスポート確認」の言葉で、確

かめました。もちろん顔を青くした人は

いませんでした。 

 実際にパスポートを使ったのは、入国

と出国の時、あと免税店で高いものを買

った人、空港でお土産を買うときの確認

などに使いました。 

(15)出国・入国 

 函館空港は、いつものロビーのずっと

さらに奥に国際線があります。最初にい

つものロビーでトラピックスの人から切

符をもらいに来ます。この方は一緒には

ついていきません。最初にスターラック

スと書いてある所へ行ってパスポートと

切符を見せて受付をしてから、荷物預け

のところに行って、預ける荷物と、機内

に持っていく荷物をチェックしてもらい

ます。そのあと、係りの人のところを通

ります。その時にパスポートと切符を見

せます。そこを通過すると待合室です。

飛行機に乗る時パスポートと切符（半券

を切ります）を見せて飛行機に乗りま

す。 

 飛行機から降りる時は、やっぱり一度

入国手続きのところを通ります。帽子、

マスクを外して、両方の人差し指を機械

に付けます。これで大丈夫です。 

 台湾から帰る時は、最初に荷物を預け

ます。札幌行きと函館行きは飛行機会社

が違うので、函館がガイドさん、札幌が

添乗員さんが付きっ切りで見てくれま

す。台に載せて、切符とパスポートを見

せます。そのまま奥の通路に行くと、テ

レビに自分の荷物が調べる機械から出て

くるのが見えます。ここで何も言われな

ければ次へ行ってかまいません。何かあ

るとここで開いて見せるようですが、そ
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んな人はいませんでした。それから一度

札幌組と合流して、出国手続きに入りま

す。全て機械です。パスポートを機械に

置くと自動的に扉が開きます。さらにカ

メラをじっと見ると、扉が開いて OK で

す。その後、水捨て場を通って、手荷物

検査を通ります。 

 函館空港では、台湾の人がたくさんい

ましたが、日本人は優先して通してくれ

ます。顔を見て、パスポートに「帰国」

のハンコを押して、OK です。預けたも

のは、申告書に「何もなし。」と書けば

大丈夫でした。 

 

２ 観光地めぐり 

２日目 

(1) 日月潭（にちげつたん） 

 台湾のほぼ中央部に近いところにある

湖です。上から見ると月と太陽のように

見えるということでこの名前が付きまし

た。湖は青と言うよりきれいない緑色で

す。 

 函館ローカルの方は、大沼公園の雰囲

気がちょっとあります。遊歩道があっ

て、あひるのボートがあって、さらに遊

覧船があってという感じです。高いとこ

ろにあるので、暑さも柔らかめです。 

 その高台のほとりにあるのが文武廟

（ぶんぶびょう）です。廟とは、日本で

いう神社に当たるのでしょうか、そんな

感じです。ダムを造るときに沈んでしま

う二つの廟を合わせて一つにしたもの

で、古いものではありません。しっかり

とした石造りです。階段、を上ってまた

階段。一番上に行くには、また階段で

す。一番上に車が停まっていましたが。

純中国風の建物です。 

 私たちのツアーは、散策道をちょっと

散策、その後文武廟の見学、そして、湖

畔のお店で湖を見ながら昼食。そんな流

れでした。丸テーブルが２つで、ここ

で、だいぶ参加者同士、お話ができるよ

うになりました。 
(2)旗山（きざん） 
 パンフレットには、「バナナ食べ放

題」と書いてあります。「せいぜい、がん

ばっても３本か。」などと話をしなが

ら、バナナ園に着きました。 
 着いたのが、普通のバナナ農家。初め

てなので普通化特別かわかりませんが、

観光地の様相は一切なし。着くとバナナ

園のおじさんが、ミニトラックの前で、

にこにこして待っています。バスを降り

ると、みんなにバナナを一本ずつ渡しま

す。今、店で売っているのはほとんどフ

ィリピンバナナだそうで、台湾バナナは

高級品だそうです。 
 もらったバナナの皮をむき、その場で

食べながら、バナナ畑に向かいました。
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なども言いますが、ふつうのバナナ畑で

す。バナナ園のおじさんは、ふつうの農

家の恰好。ちょっと普通でないとすれ

ば、裸足。灼熱の地面だと思うのです

が、ちょっと舗装道路を渡るにも裸足。

もちろんバナナ畑も裸足。妙に印象に残

ってしまいます。 
 バナナ

は木だと

思っていた

のです

が、草。

つまり、

一回実を

つけれ

ば、それ

でその

木、（イメ

ージが木

なので草

ですが木

と呼びま

す）はも

うおしま

い。３メートルぐらいの木を切り倒しま

す。隣には、次の木が植えてあります。

風で倒れないように支え棒が打ってあっ

て、そこに留めるようになっています。

バナナの花も見ました。バナナの葉を切

ったところは、見ている間にもぽたぽた

と水が垂れてきます。さわるとぬるぬる

が取れないということでさわりませんで

した。バナナになってくると袋をかけま

す。１年弱で、人サイクルだそうです。 

 最後にバナナを 3 本ずつもらいまし

た。「食べ放

題」はあり

ませんでし

たが、文句

を言う人は

いませんで

した。一本

でもおなか

一杯で、「お

みやげにと

言われて

も。」という

ことで、運

転手さんに

プレゼント

した方も多く、運転席周辺はバナナでい

っぱいでした。私たちは、次の日から、

ホテルで一夜１本で、食べきりました。 
(3)高雄 
 最初に三鳳宮へ

行きました。台湾

のお寺です。台湾

のおみくじが変わ

っています。3 セ

ンチぐらいの駒み

たいのを投げて、

裏と裏、表と表だ

ったら、おみくじ

を引けます。３回

やっても表と裏だ

ったらその日は「諦めて」だそうです。

その後、くじの棒を引いて、その番号の

紙を引き出しから取り出すというもので

す。書いてあることは、何となくわかる
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ようなわからないような。です。「大吉」

「凶」などの言葉はありません。 

 台湾でのお祈りは、ひざまづいて、自

分の名前、住所、生年月日と願い事を心

の中で思うというやり方です。日本で

は、立って、願い事だけですよね。神様

に住所と名前を教えないとどこへいった

らいいか迷うからだそうです。日本まで

来てくれるといいのですが。神様なので

距離は関係ないのでしょう。 
 次に食事。大きなショッピングモール

の中のレストランです。一般の方も出入

りしていて、予約をしているとは言え、

20 分ぐらい待ちです。周りはデパートの

地下一階と言う感じ。日本の名前の店も

あちらこちらに。富士山の水が健康にい

いということで、玄関の一番いいスペー

スで売っていました。ちなみに台湾には

小さな島ながら富士山より高い山がいく

つもあるそうです。雪も降るそうです

が、スキー場はないようです。 

 料理は、中皿に次から次へと出てき

て、そのへんの 4，5 人で取り分けるス

タイル。小籠包やシューマイ、野菜炒め

的なものが多かったです。早く分けない

と次から次とくるので、必死に食べまし

た。もちろんおしゃべりもしながら。ス

ープもデザートの黒案小籠包も食べてお

なかも満足。 
 おなか一杯になったところで、六合夜

市へ。私がセブンイレブンのトイレにお

世話になったところです。パパイヤミル

クも、そのへんの屋台からゲット。添乗

員さんがどんんどんできてくるミルクを

皆さんに渡して、しばしの自由散策。食

べ物屋さん、肉、海鮮、乾物、スマート

ゲーム、クレーンゲーム、いろいろあり

ました。道路なので、昼間は車が通るよ

うになっていると思います。私たちはピ

ストル撃ちをして、風船を割り、孫のお

もちゃを 2 つゲットしました。銃にレー

ザー光線がついていて、まず、間違いな

く当たります。 
 その後、高雄の地下鉄線の駅を見学し

ました。美麗島駅。中はとってもきれい
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でした。地下空間と言う感じ。でも実情

は台湾の地下鉄はあまり便利なところを

走っていなくて、さほど混雑しないとい

う話でした。地下鉄には乗りませんでし

たし、どんな地下鉄かもみませんでし

た。 
３日目 
(4)ショッピング 
 朝からガイドさん、力を入れて、車内

でも石の話。私としてはちょっと怪しい

感じ。あくまでも個人の感想になります

が、このショッピング店に連れていかれ

るのは怪しい。詳しくは先ほど書いた通

りです。私たちはガイドさんお勧めのメ

ンマを買いました。これがとっても美味

しい。台湾土産としては、珍しいし、お

いしいし、お勧めです。けっこうな数を

買いましたので、後からスーズケースた

だいぶ、重たくなりました。液体になる

ので、飛行機はスーツケース内はセーフ

と言うことになります。もちろん肉やバ

以上の方がブレスレットを手首につけ

て、次は新幹線です。 
(5)新幹線 
 新幹線は台中から乗りました。日本の

技術もだいぶ取り入れられているようで

す。チケットはＱＲコードです。ホーム

ドアはありませんでした。車が右なのに

列車は左側通行。もしかしたら、日本が

関わっているからかなあとも思いまし

た。時間にゆるやかな台湾でも、新幹線

は時間ぴったりに来ました。 
 ２時間ぐらいの列車旅です。お昼は弁

当。これが、大きな肉がどかんどご飯の

上に乗っている弁当。「おいしそうなお

弁当。」と言ったら、「お世辞でしょ。」

と言われるような見た感じ。味はまあま

あですが、一口、ふた口手を付けて、残

した方も結構いました。もちろん、私た

ちは、「もったいない」精神で全ていた

だきました。 
 乗り心地、室内もほぼ新幹線。台湾を

感じさせませんでした。対中からずっと

しばらくはトンネルがありません。西側

（台湾の左側）の平地をずっと走ってい

く感じでした。 
(6)野柳（いえりょう） 
 台北からは、別な会社のバスに乗り込

み、今までは横 3 人（２人と１人）か

ら、2 人ずつのバスに乗り込み、野柳

へ。台湾の 101 ビルを横に見ながら、進

みました。「買える人がいるの？」とい
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うような超高級マンションがたくさん建

てられる一方、バスの左右には、「地震

が来たら大丈夫？」というようなマンシ

ョンまで様々です。そんなマンションで

も台北で借りる、買うとしたら結構家賃

は高いのではないかと思いますが。 
 郊外にでると、久しぶりに海が見えま

した。何か心が安心する感じです。野柳

は、柔らかい石が、塩水などで浸食され

て、できた奇妙な石があちらこちらにあ

ります。「何に見える？」っていうので、

パンフレットを見ながら、回りました。

人気の女王様の頭のところは、順番待ち

になっていたので、パス。ぐるっと奥の

方まで、回って戻りました。潮風が気持

ちよかったです。ヤシの実ジュースを買

って飲みました。「おいしい、かな？」

でしたが、初めての味は印象的でした。 
(7)台北の下町 
霞海城隍廟 迪化街。台北の下町ってい

う感じ。庶民の買い物場というところで

す。霞海城隍廟は恋愛成就の神社です

が、あまり関係のありそうな方はいませ

んでした。お経は歌を歌っていました。

なんかとっても明るい感じです。飲み物

や、乾物屋、つくだ煮屋、小さな商店が

いっぱい店を出していました。シャッタ

ー街という印象はありません。とても人

通りも多く賑やかでした。近くのレスト

ランで台湾料理をいただきました。 

(8)丸山大飯店（本館） 
 ここは２泊するホテルです。ガイドさ

んが、「明日の朝はスーツケースは置い

てくるんですよ。」と何回も言っていま

した。みなさん、約束を守れました。昔

は要人が泊まるホテルで、一般人はお金

を出しても泊まれない高級ホテルだった

そうです。今も玄関は一面赤じゅうたん

ですし高級感はたっぷりです。風呂も大

理石、ベランダ付き。素敵なところで

す。 
 台湾のわけのわからない放送も、だん

だん体に染みついてきて、文字と映像
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で、なんとなく内容がわかるようになり

ました。国内ニュースは全部が全国版と

いう感じです。捕まった、火災、交通事

故、土砂崩れ、キャスターが早口で次か

ら次へとニュースを紹介していきます。

美容、バラエティー、スポーツ、たまに

日本語の昔のテレビ番組に中国語の字

幕、などありました。中でも特徴的だっ

たのが、政治に関するトーク番組とかワ

イドショーが多かったです。そして中

国、フィリピンを意識したちょっときな

臭いニュースもしばしば見かけました。 
 朝食は述べて陽に豪華そのものです。

食べ過ぎないようにすることが肝心で

す。 
４日目 
(9) 忠烈祠（ちゅうれつし）での衛兵交

代式見学 
 夜勤の兵士と日勤の兵士（勤務状態は

わかりません）が交代する式です。数名

のイケメンの兵士数人が境内(?)を歩い

て、国に忠誠を誓い(?)その後、それまで

の兵士と交代します。歩き方が、まさに

一糸乱れずという感じで、足の歩みはも

ちろん、手の振り方、銃の持ち方など全

て、ぴったりとそろっていて、圧巻され

ます。結構近くでみることができまし

た。広い公園広場みたいところで行わ

れ、入場料などは全くかかりません。国

歌斉唱の時は、荷物を持ったり、帽子を

かぶっていたりするのはなしという約束

です。20 分ぐらいかかりますが、最初は

もっと短かったようですが、お客さんサ

ービス見たいので、少し時間が長くなっ

たようです。 
(10) 国立故宮博物院（こくりつこきゅう

はくぶついん） 
 地下 1 階から入って、３階まであった

と思う。焼き物あり、もっと古い時代の

ものあり、書あり、芸術品あり、仏教的

なものありで、あんまり難しいことはわ

からなくても、すてき

なものはたくさんあり

ました。私は一本の象

牙で作った、お城みた

いのに感動しました。 
 1 時間半の見学でし

たが、前半はガイドさ

んの説明、後半は自由

見学でした。やっぱり

説明をきくと、違う見方も出てくるの

で、この時間配分は良かったと思いま

す。 
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 また、画期的な説明システムがありま

した。ガイドさんンが大きな声で話さな

くてもいいように、ガイドさんはマイク

と送信機、お客さんは、ヘッドホンと首

からかける受信機を貸してくれました。

混雑していても話がよく聞こえました。

そうとうたくさんのチャンネルがあるよ

うで、あっちの集団、こっちの集団、み

んなつけていました。階段をちょっと曲

がるとガサガサいうので、極省電力の送

信かと思います。 
 全部ゆっくり見るなら、何日もかけ

て、っていうぐらい、展示物はたくさん

あります。私たちみたいな海外の旅行者

もいましたし、小学校の社会見学みたい

のもあり、かなり混雑していました。 
(11)免税店 
 海外の方専用なのでしょう。ブランド

ものがたくさんありました。店に入ると

まず、券が渡されます。千歳と函館は違

う券です。ガイドさんの説明によると、

ここで買ったものは、渡された券を見せ

て、お金を払って引換券をもらって、次

の日に空港で引換券と品物の交換という

ことです。ですから、免税ということに

なるということでした。最初にエスカレ

ータに乗りました。ずいぶん長いなあと

思っていたら、一直線に４階まで上がり

ました。そこから、降りてくる感じで

す。バッグ、アクセサリー、化粧品、靴

などがあり、私はできるだけ妻が立ち止

まらないように、下へ下へと導きまし

た。1 階がお土産屋さんで、ちょっと買

い物をしました。免税店ですが、ここで

お金を払って、品物をもらいました。こ

こでは、日本円でも台湾ドルでも、カー

ドでも使えます。カードは引き落とされ

る時のレートですので、レートが動けば

得をすることも損をすることもあるそう

です。 
 この時は、かなりの雨でした。しか

し、バスが軒下まで来てくれて、雨には

あたりませんでした。何度も書きます

が、このツアー最中、全く雨を浴びるこ

とはありませんでした。 
(12)お昼はしゃぶしゃぶ 

 街中のお店に入りました。4 人席なの

で、もうひと夫婦と一緒でした。だいぶ

慣れてきたので、おしゃべりしながら、

食べました。いわゆるしゃぶしゃぶ（ラ

ム肉）で、おいしくいただきました。 
(13) 十份（シーフェン） 
 ほとんど「じゅっぷん」と呼んでいま

した。ランタンに願い事を書いて、線路



2024/06/18～22 台湾旅行 15 

の上から飛ばすと願い事がかなうという

イベント。下調べもしていなかったの

で、どんなランタンなのかもわかりませ

んでいた。イメージとしては 30 ㎝角ぐ

らいかなあと思っていました。それに線

路で飛ばすのがいいということですが、

列車が来たら大丈夫なのか、事故多発地

帯でないのかなどと疑問がいっぱいのま

ま、現地に近づきました。 

 十分に近づくと、ランタンが空中に浮

いています。それも２個 3 個でなくもっ

ともっとの数が。なんか急にやる気が出

てきました。バスの中でガイドさんから

説明がありました。二家族で一組になっ

て、ランタンに願い事を書きます。筆に

墨を付けて書きますが、墨をつけすぎ

て、ランタンを破ってしまわないように

ということでした。 
わかったようなわからないような気持ち

で、バスを降り、商店街みたいなところ

を抜けていきました。周りが開けると、

そこは線路。その線路上で、楽しそうに

ランタンを飛ばしています。線路が商店

街に溶け込んでいるという感じ。私たち

はそのちょっと奥のお店で、ランタンに

挑戦しました。 
 同じく函館から来たご夫婦と一緒でし

た。真っ赤なランタン、薄い油紙のよう

なものでできていました。広げると一メ

ートル弱四方ぐらいの大きさ。4 面ある

うちの２面に両側から願い事を書きまし

た。それが終わると、たたんであるあと

２面をだして、そこに願い事を書きまし

た。私たちは間違えて、最初の１面にそ

れぞれの願い事を書いてしまいました。

もう一面あたると知って、別なことを書

きました。私は、「また、たくさん、旅

行をしたい。」と書きました。ランタン

の空気の入る穴のあたりに針金みたいの

が付いていて、そこに油をしみこませた

ような紙が束ねられています。 
 4 つの角を四人で持って、まず、４つ

の面を写真撮影。スマホは、係りの方が

それぞれの家族のカメラで写してくれま

す。写し終わったら、ランタンをひっく

り返して、火をつけます。またさっとひ

っくり返すと暖かい空気がランタンの中

に入って、上へ引っ張られる感じです。

熱い風をちょっと感じながら、下の方を

持ち、「３，２，１，手を放して」でそ

の瞬間ランタンは大空に舞っていきまし

た。あっという間に小さくなっていきま
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した。係りの人がビデオも撮ってくれま

した。 
 私たちのツアー５組が無事飛ばし終わ

って、ほんのちょっとの自由時間。例の

線路に行くと、「汽車が来た（中国語

は、わかりませんが、たぶん合ってると

思う。）。の声でみんなが、線路からでま

す。すると、向こうからゆっくりゆっく

りディーゼルの汽車が来ます。本当にゆ

っくりした速度です。みんなで手を振り

ました。汽車の中の方も手を振ってくれ

ました。汽車が通り過ぎた後、何もなか

ったようにすぐ線路は人だかりになりま

した。 
 私は、頭の中は、次の疑問でいっぱい

でした。「あのランタンどうなるの

さ？」バスから見ても、木や電線に引っ

かかっているのもありました。気になっ

てしかたがないので、ホテルに戻って、

調べました。なるほど、拾うのを仕事に

している方がいるんですね。持っていく

と、一ついくらでお金になるそうです。

こんないつ火事になるかわからないよう

なことをしても大丈夫なの？ 飛ばす時

間と、飛ばしていいエリアは決まってい

るそうです。線路にしても、火をつけた

ものを飛ばすにしても、日本で考えられ

ない楽しみです。海外旅行っていう感じ

でした。とっても心に残りました。 
(14) 九份（きゅうふん） 
 その昔は、金山だったそうで、その昔

はだいぶ賑わっていたそうです。日本が

統治していたころが最盛期だったようで

す。ところが、金が取れなくなって、閉

山してすっかり寂しくなりました。とこ

ろが映画のロケ地がきっかけで、再び栄

え、さらに、千と千尋の神隠しのモデル

になったという

こともあり、一

気に観光地にな

りました。 
 観光地は、お

店。京都の清水

寺へ続く道はご

存じでしょう

か。あの道路幅

の３分の１ぐら

いで、全て階段

です。中央の一

直線で登る階段

の途中に水平に

左右に何本か道

が走っていま

す。ガイドさん

にはくれぐれも

わからなくなら

ないように真ん

中の道のそばを

離れないように

した方がいいで

すと、きつく言

われました。 
 さらに、なる

ほどと思ったの

が、迷子対策。ガイドさんは、みんな

に、旅程のパンフレットを出すように言
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いました。「私の名前と電話番号を書い

てください。」と番号を大きく書きまし

た。「もし、もし迷ったら、この番号に

かけてください。でもかけるのは皆さん

ではありません。皆さんがかけたって、

自分がどこにいるんだかわからなくて、

迷っているのですから、助けに行けませ

ん。迷ったら、どこの店でもいいから、

店の人に、このパンフレットを見せて、

電話番号を指さすんですよ。それで絶対

通じますから。」なるほど、それは賢い

と思いました。かなり脅されたので、幸

いにも電話が使われることはありません

でした。 
 食事は、階段を上がって中腹の元日本

料理のお店で、台湾料理をいただきまし

た。食べ終わってから、最上段を目指す

人、千と千尋の店を目指す人、その辺を

ぶらぶらする人、食事場所から夕暮れを

楽しむ人、それぞれでした。私たちは、

ガイドさんと一緒に千と千尋のお店まで

行き、さらにてっぺんまで行きました。

てっぺんには小学校がありました。もち

ろんクローズされている時間です。だん

だん暗くなって、九份と書かれた提灯に

灯が入り、雰囲気が盛り上がってきま

す。人もかなりの混雑です。すれ違うと

かならず触れるぐらいの混雑ぶりです。 
 街の雰囲気、そして遠くの海。全てが

きれいでした。ちょっと涼しい風が吹い

ていました。 
 
３ まとめ 
 そそっかしいのですが、大きなポカも

することなく無事に戻れたことが何より

です。私たちとほぼ同年齢の女性のガイ

ドさんからは、「何とかなる。」といつも

思っているということでした。うまくい

かないことがあっても何とかなる。そう

考えればちょっと気楽になる感じです。

彼女はツアーを月に２つ受け持っている

そうです。ガイドさんは、日本でも暮ら

したことがあるし、私たちより日本をた

くさん回っています。何か国語も話せる

頭のいい人です。出発前のトイレなど、

途中からだいぶ厳しくなってきました

が、「おこなれないようにしなきゃ。」と

思いながら、とってもガイドさん 
信頼していました。空港の最後の最後ま

で、大きく手を振ってお別れしました。 
 迷子用の電話。「台湾に来たらかけて

もいいですよ。私、覚えのいい方だか

ら、いつのだれだれと言ったらだいたい

名前と顔は覚えているから。お会いしま

しょう。」などとも言ってくれました。 
 「皆さんが飛行機で飛び立つ時間に

は、私は家について、もうグーグー寝て

ると思います。」の言葉にはみんな大爆

笑。それだけ気を遣うしごとでもあるな

あと感謝しました。 
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 観光地のガイドをしている時間より、

台湾のことや自分の家族のこと、日本の

こと、教育のこと、いろんなことを話し

てくれました。「こんなガイドさんい

る？」というぐらいすてきな方でした。 
 全く面識のないメンバーとも最後は、

にこにこ手を振って別れを惜しみまし

た。パックツアーのいいところをいっぱ

いもらった旅でした。 
 でも海外はとても緊張します。ガイド

さんも言っていました。「郷にいては郷

に従え。」トイレも、水も、支払いも全

て日本での生活と違います。うまく合わ

せていくことも大切なことを感じまし

た。 
 「次はどこへ行きます？ヨーロッパで

すか？ハワイですか？」と聞かれたら、

「また、京都かなあ。」と答えてしまい

そうな私です。でも海外は、学ぶことが

いっぱいあります。価格もまあまあだ

し、韓国や台湾の旅行から始めるのがい

いのかなあと思います。 
2024/06/25
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